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パ2-(4)呼吸管理における感染予防の工夫
一口腔内洗浄の効果一
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人工呼吸中に発生する肺炎の起因菌の侵入経路と 8例に肺炎の発生がみられた。一週間以上の長期

して，他の感染巣からの血行性転移や汚染された空 人工呼吸管理を必要とした症例が37例(長期群)

気の吸入などもあげることができるが，最も重要な あったが，8例はすべてこの群に属した。肺炎発生

ものは口腔内から気管内へのたれ込みであると考え 率は全体として 3.2%(8/253) ，長期群に

られている。われわれはこれまでに ，一週間以上に 限ると 21.6% (8/37)であった。肺炎発生

わたる長期人工呼吸を必要とした患者のうち，口腔 日は7日以内が4例，8 ~ 14日が2例， その他の

内に存在する微生物の気管内への侵入があった群で 2例ではそれぞれ 21日目， 2 6日目であった。 8

は，なかった群に比較し，肺炎発生率が有意に高か 例のうち 2例において大量の誤飲が認められ，これ

ったことを報告している (10/2 6 vs 1 / 2 6 ， が肺炎の原因となった。そのうち 1例では反回神経

P<0.05)。また，口腔内洗浄を行うことにより，口 麻痩.他の 1伊lでは妓管後の曙疲曙出不良が誤飲の

腔内微生物の気管内への侵入を減少させることがで 誘因となった。 8例のうち 5例では口腔内微生物の

きることも報告した。最近，われわれの施訟では主 気管内への侵入が明かであったが ，3例では侵入は

として消毒薬を用いて口腔内洗浄を行っているが， 認められなかった。起因茜は4例においてグラム陰

今回，その効果について報告する。 性楳菌であると断定し得たが，他の 4例では不明で

【対象および方法】 あった。 8例中 6例が死亡したが，8例中 7j91Jにお

最近2年間の心臓大血管外科手術症例のうち ，術 いて生存中に肺炎は治癒または軽快した 。

後直ちにわれわれの筋設に収容された 253症例を M群における人工呼吸回数は 3~ 1 5 1日(中間

対象とした。全例，術後人工呼吸が必要であった。 値 11日〉であった。鼻咽頭内のMRSAは4例で

術前から感染症が明かであったものは除外した。こ 3日以内に，他の 5j91Jでも 7日以内に消失した。残

れらについて，肺炎発生頻度，発生日，発生に関与 る2例ではそれぞれ 9，1 4日目に消失した。この

したと考えられる因子などについて検討した。また 2j91Jにおいて肺炎の発生がみられたが，発生日はそ

2 5 3例のう ち.術前から鼻咽頭内からMRSAが れぞれ 21 ， 25日目であり ，起因菌はいずれもM

検出されていた，または保菌していたと考えられる RSAではなかった。なお ，術直後に投与された抗

1 1例 (M群〉を対象に ，その後のMRSAの消長， 生物質は 10例において CEZのみであった。

肺炎発生の有無などについて検討した。なお ，肺炎 【考察および結論】

の診断は，胸部専門の放射線科医により読影された 長期群における肺炎発生率は，以前 (35.6%，

胸部レ線上の肺炎像によった。 1976~83年〉と比較すると低下する傾向がみられた。

ルチンの口腔内洗浄は ，0.025%塩化ペンザルコニ 肺炎発生例のうち 2j91Jは反回神経麻療などがあり ，

ウムにて一日 3~6 回 ， 一回 6 0 ml (成人例)を用 こまやかな呼吸管理を行えば肺炎発生を防止でき，

いて行った。また，口腔内から真菌が検出された症 発生率はさらに低下したはずである。肺炎発生率を

例ではアンホテリシン B5 0 mgを蒸留水 50 0 mlに いくらか低下せしめることができたのは，口腔内洗

溶解したものを，M R S Aが検出された症例ではオ 浄がなんらかの効果を示したものと考える。また ，

フロキサシン点眼渡を 5倍希釈したものを用い ，ル 術前に鼻咽頭内にMRSAが存在しでも.われわれ

チンの洗浄に加えた。 の施訟で行っている口腔内洗浄を施行すればMRS

【結果】 Aによる肺炎発生は防止し得るものと考える。


